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昔の写真を探しています！
問総務課広報・広聴係
　 ☎22-0555

大非常犠牲者が眠る山の神
提供者●植田 辰生さん
撮影日●昭和35年
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大
会
入
選
歌

大正3年12月15日に起きた「方
城大非常」の犠牲者を慰霊す
る招魂碑が建立されている山
の神。場所は中央保育所裏で、
昭和30年代まではその敷地内
に神社が建てられていました。

▶昨年は「のりものフェスタ
（P4-5）」や「フクチ・ファインド・
フェスティバル」など、福智の
魅力が新たに創出され、町の
知名度が高まった年だったと
思います。その分、広報係は
その魅力を広く周知しようとデ
スクで頭を抱える時間が増え
ましたが、それはうれしい悲鳴。
話題が無くて悩む方がつらい
からです。今年はどんな悲鳴
が上がるのでしょうか･･･（久原）

▶新年号の表紙は正月の風
物詩「たこ揚げ」です。もとも
と子どもの健康祈願のために
行われていましたが、「立春
の季に空に向くは養生の一つ
（旧暦で立春にあたる正月に空
を見上げると健康にいい）」と
いう古来からの言葉と合わさ
り、次第に正月遊びとして定着
したそうです。この表紙を手に
取ったみなさんの、今年一年
の“ご多

た

幸
こう

”を祈って…。（相原）

学
校
歯
科
医
と
し
て
35
年
間
務
め
た
功
績
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すぎはら歯科医院の院長に文部科学大臣表彰

全国展で上野焼窯元から３人入選 第
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日
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統
工
芸
展

福智に吹く南国の風をぜひご堪能ください福
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仲
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平成25年秋の叙勲
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村
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の
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誕
地
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あ
る
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智
町
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友
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で
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縄
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中
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共
演
。
お
聴
き
逃
し
な
く
！

日時▶１月18日土 15：00 開場／ 15：25 開演

会場▶地域交流センター（伊方4478番地１）

料金▶前売 大人 1,000円／小中学生 500円 
 　　　当日 大人 1,500円／小中学生 1,000円 
 　　　※未就学児はご遠慮ください。
 　　　※３歳以上の託児あり、要予約。

問役場まちづくり総合政策課　☎22-7766

　

昭
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防
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携
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磯
吉
夫
妻
が

訪
れ
、「
父
が
評
価
さ
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い
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た
。
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７
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携
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献
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光
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児
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。

全国展で上野焼窯元から３人入選

田中 清山作渡 久兵衛作

渡 仁作

　今回で60 回目を数える国内最大規模の公募展
「日本伝統工芸展」に、福智町から渡久兵衛さん（渡
窯）の「上野鉄

てつ

釉
ゆう

櫛
くし

目
め

文
もん

水指」、渡仁さん（渡窯）の
「上野ヤケ釉

ゆう

壺」、田中清山さん（清山窯）の「上野
鉄
てつ

釉
ゆう

肩
かた

衝
つき

茶入」が入選を果たしました。陶芸部門
に963点もの応募がある中、厳しい審査を経ての
好成績。郷土が誇る伝統的工芸品「上野焼」の卓
越した技と美への高い評価が示されました。なお、
今回の入選作品は２月11日火から２月16日日ま
での間、福岡三越（福岡市）で展示されます。近く
に行かれたときは、ぜひこの逸品をご覧ください。

父の功績を掲げる仲村磯吉夫妻（写真中央）父の功績を掲げる仲村磯吉夫妻（写真中央）

表彰状を手に、笑みをこぼす杉原院長（写真㊧）表彰状を手に、笑みをこぼす杉原院長（写真㊧）


